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東北大学は100年を超える歴史の中で、多くの著名な研究業績を挙げ、また研究者の育成を
行ってきた。一方で音楽、演劇、スポーツ等、教育・研究以外の活動については、必ずしも活
発とはいえない。そうした中で、1960年（昭和35）のローマ五輪へのエイト・クルー出場は、
特異な出来事といえよう。現在に至るまで、東北大学出身の五輪選手といえば、彼等以外を思
い浮かべることは困難である。

東北大学のエイト・クルー（漕手 8 名、舵手 1 名）は、1960年 5 月7-8日に埼玉県の戸田漕艇
場で実施された国内予選で 1 位となり、五輪出場を勝ち取った1）。準決勝で記録したタイム 5 分
59秒 5 ／2000m は、公式戦における日本記録として20年以上破られることがなかった2）。後述の
ように、当時は世界でも 6 分を切るクルーは多くなかったことから、五輪本番での活躍が期待
された。

ローマ五輪に派遣された漕艇競技の日本代表は、東京大学の男子舵手付フォアと東北大学の
男子エイトの 2 クルーであった。一行は 8 月 8 日に日本を出発し、ローマ到着後は海外遠征未
体験のため、体調管理や艇の調整に苦労した。東北大学エイトは、8 月31日の予選ではドイツ・
フランス・イギリス・日本（東北大学）・スイスの順となり、敗者復活戦に回った。 9 月 2 日の
敗者復活戦で 1 位になれば決勝進出であったが、イタリア・日本・スイス・オーストリアの順
となった。東北大学クルーは最後の500m でイタリアとデッドヒートを演じたが、60cm 差で敗
れ、敗退した。

現在、東北大学史料館では、ローマ五輪クルーの関連資料をいくつか所蔵している3）。さらに、
日本代表選手団の名簿やユニフォームの一部が寄託されている4）。そうした縁もあり、以下ロー
マ五輪出漕の東北大学エイト・クルーに関わる2015年の 2 つのエピソードを紹介・解説する。

1 ．ローマ五輪55周年記念レガッタ
伊達政宗の命を受けた支倉常長は、1613年（慶長18）10月に月の浦（宮城県石巻市）を出帆

し、約 2 年を費やしてイタリアに到着、遣欧使節としてローマ法王に謁見した。2015年はその
400周年となることから、宮城県や宮城ローマ交流倶楽部が「慶長遣欧使節出帆400年記念事業
実行委員会」を立ち上げ、「イタリア・ヴァチカン訪問」を企画した。その一環として、ローマ
五輪55周年記念のレースが計画された5）。訪問旅行団は、ローマ交流倶楽部関係者、県内高校生
グループ、県内自治体職員など総勢80余名となった。

五輪のボート競技が行われたアルバーノ湖 Lago di Albano は、ローマ県カステル・ガンドル
フォ自治体 Castel Gandolfo（人口約9,000人、ローマから南東へ約23km）にある。今回の記念ボー
ト・レースも55年前と同じアルバーノ湖で開催されたが、往年の名選手たちも既に高齢である
ことから、親善を目的とし、日本側は五輪選手の後輩や他大学出身者も加わったクルーが編成
された。イタリア側も同様である。

今回のレースは最終的に、エイト 1 杯、舵手付フォア 2 杯を編成し、 3 レースを行うことに
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なった。日本側メンバーは、東北大学から千葉建
郎（昭和31年入学）、伊藤武（同34年）、持丸知也

（同前）、今仁雄一（36年入学）、坂本高樹（37年入
学）、栗林寿（47年入学）、小澤浩司（54年入学）、
曽根原理（55年入学）、他大学からは福田紘史（東
大昭和36年卒）、矢島寛三（防衛大39年卒）、杉山
徳義（北大44年卒）、佐々木正彦（東海大52年卒）、
木村長努（立命館大52年卒）、阿部肇（中央大60年
卒）の合計14名が 3 艇に分かれ出漕した（数名は
複数レースに参加）。このうち、千葉（ローマ五輪
の東北大学エイト主将）、福田（ローマ五輪の東京大学フォア）、阿部（ロサンゼルス、ソウル、
バルセロナの各五輪日本代表）の 3 名が元五輪選手である。また、応援団も10名ほど参加し、
中には日本ボート協会会長の大久保尚武（ローマ五輪の東京大学フォア選手）の姿もあった。

大半のメンバーは、 7 月25日に成田を出発し、アルバーノ湖畔のホテルを拠点とし、地元カ
ステル・ガンドルフォ自治体の行事に参加したり、ローマ市内テベレ川河岸にあるローマ・ボー
トクラブを表敬訪問するなど親善行事を重ね、レース当日を迎えた。

30日の午後に行われたレースは、アルバーノ湖の1000m コースで実施され、舵手付フォアが
イタリアの 2 勝、エイトが日本の勝利となった。レース後は湖畔のホテル Villa del Cardinale
で遣欧使節400年記念交流レセプションが開かれ、若生正博使節団長（県副知事）、在イタリア
日本大使、イタリア大統領府高官などが参加した。

また、この機会に、東北大学里見総長からの親書6）がローマ大学ラ・サピエンツァ校ガウディ
オ総長に届けられた。その文面は次のとおりである。

 July 14, 2015
Dear Rector Eugenio Gaudi,
Sapienza University of Rome

I am very honored to be sending this letter to you.

As I'm sure you know, 2015 marks the 400th anniversary of the dispatch of the 
diplomatic mission from Japan (from what is present-day Miyagi prefecture) to Italy.

For one of the events being organized to commemorate this anniversary, the Italian and 
Japanese men's rowing teams from the 1960 Rome Summer Olympics will reunite and 
hold a goodwill competition. The Japanese Olympic team at that time has largely made up 
of members of Tohoku University's eight-man team.

I would like to make use of this rare and valuable opportunity to express my 

エイト・クルー（背中が筆者）共同通信社提供
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appreciation for the kindness we have received from Sapienza University of Rome, and 
upon receipt of this letter, to also ask your cooperation in future endeavors between our 
universities.

In 2007, your Rector at the time, Dr. Renato Guarini visited Tohoku University on the 
occasion of our 100th anniversary celebration. In his congratulatory address, he said　

“In this era of expanding globalization, universities must take the lead in being models 
of patience, consideration, and reconciliation as we aim to create peace and remember 
our role in serving society by creating new knowledge. These ideals have been at the 
foundation of universities for hundreds of years." These important remarks are still deeply 
respected at the university today, and I wish to again extend my appreciation for them.

Over four years have passed since the unprecedented destruction caused by the 
Great East Japan Earthquake. Although our facilities and laboratories suffered extensive 
damage, with help from within Japan and around the world, we have returned to our pre-
disaster status. In March of this year, the Third UN World Conference on Disaster Risk 
Reduction was held in Sendai, and researchers from our university also took part, making 
contributions to disaster risk reduction on a global scale.

When I took the office of President in April 2012, I set two goals for my term: “Leap 
to World-Class” and “Leading the Way towards Reconstruction and Regeneration”. 
Above all else, in order to truly leap ahead in international education, we must draw 
upon our strongest fields, and bring them to the global stage. Further, we must also give 
great importance to creation of human resources who make contributions to bettering 
humanity, as well as forge strong, collaborative education programs with leading overseas 
universities.

Sapienza University of Rome first formed a university-level academic exchange with 
our university in 1990, and between 2008 and 2012, we concluded five department 
level academic agreements, as well as engage in active staff, researchers and student 
exchanges. Based on these successes, in 2013, Sapienza University of Rome, Leiden 
University and Tohoku University formed a tri-university partnership to create the 
opportunity for academic debate and discussion in the Arts and Letters discipline. 
This partnership will lead to international symposia where researchers in the field of 
Asian Studies and the Humanities and those from the other universities will be able to 
overcome discipline divisions and face current pressing issues head-on. This will allow 
researchers to identify shared issues, work together closely, and work towards creating 
fruitful results. As a result of forming this partnership, Tohoku University has managed 
to form collaborative research relationships with European institutes, primarily focused 
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on Sapienza University of Rome and universities in Europe. Our faculty of Arts and 
Letters plans to hold a kick-off symposium in October of this year at Florence University. 
We have great hopes in the increasing developments in the field of Japanese Studies. 
By engaging in these types of academic exchanges and creating new developments, I 
strongly feel that Sapienza University of Rome and Tohoku University have been forming 
even stronger bonds as we cooperate to solve problems on a global scale.

In closing, in addition to once again thanking you for all the support and kindness we 
have received from your university. As we continue our efforts to strengthen our global 
efforts I am certain that we will create new, even deeper ties with Sapienza University of 
Rome, and I thank you in advance for your support and understanding in these endeavors. 
Sincerely yours,

(Signature)
Susumu Satomi
President, Tohoku University

2 ．イタリア・クルー情報
筆者は30日のレース後ローマ市内に戻り、この機会に東北大学エイト・クルーに関する記録

の収集を試みた。ローマ五輪のレースで激しく争った日本（東北大学）クルーに関して、当時
の新聞等に記事が見られるのでは、と期待したのである。翌31日、ローマ大学ラ・サピエンツァ
校の大学院生 Piera Girolamo 氏（2015年10月から東北大学に短期留学中）の協力を得て、地元
資料が多いと見込まれるローマ市立カピトリーノ文書
館 Archivio Storico Capitorino において調査を実施し
た7）。担当の館員に相談したところ、ローマ市で発行さ
れたスポーツ新聞（イタリア語） 2 種を勧められたの
で、限られた時間でローマ五輪前後の記事を検索した。
結果として、東北大学クルーに関する記事は皆無に近
かったが（レース写真程度）、相手のイタリア・クルー
について多少の知見を得ることが出来た。以下①～⑥
は、その記事の翻訳である（元の記事のうち①⑤は和
訳の箇所に、他は末尾に掲載）。

なお翻訳作業については、ローマ大学ラ・サピエン
ツァ校出身で現在東北大学大学院研究生の Davide Bitti
氏に試訳作成を依頼し、筆者がボート競技の基礎知識
を生かして語句を補訂し、合同で検討の上日本語を整
えた。

文書館の入口付近
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①　コリエーレ・デロ・スポルト紙 Corriere dello Sport 8 月 8 日記事
7 月18日のエイト予選において、フィナンツァ（税務機関）チー

ムとコラツィエーリ（大統領護衛騎馬憲兵）チームの争いに、モ
ト・グッツィ（バイクメーカー）のチームが割り込み、両方に勝っ
た。写真は、勝利し湖面から艇を運び出すアリッピ選手たちの姿。
翌日、モト・グッツィのチームはコラツィエーリとの再戦には参
加しないことを表明した。

②　コリエーレ・デロ・スポルト紙 8 月 9 日記事
トリーノのアルミダ艇（アンセルミ選手を欠く）舵手付ペアで大活躍
真っ暗闇の中で行われた舵手無ペアの試合は無効
今朝再び行われる予定であるエイトの代表決定戦への関心高まる
　ミラノ 8 日－ちょうど試合のスタートの前に始まった激しい雷雨は、ミラノのイドロスカー
ロ湖 Idroscalo di Milano で開かれた予選を 1 時間半も延期させた。

アルミダ艇、パッランザ艇、ポシッリポ艇の舵手付ペア予選は、18時半ではなく19時45分に
スタートした。

協会幹部、時間記録員、審判も揃った。緊張感溢れる雰囲気の中であったが、予選の試合は
中止が検討されていた。やはり、湖面の状態が悪い。風が吹き、雨も止まなかったので、今に
して思えば中止するべきだったかもしれない。だが、第 2 戦の後半と第 3 戦の全ては完全な暗
闇の中で実施された。そのため、 4 つのレースのうち 2 つは完了できたが、舵手無ペアのレー
スは真の暗闇の中で行われたため、結果が無効とされた。試合に出たジンナスティカ・トリエ
スティーナ艇とカノッティエリ・ラリオ艇の 2 つのボートは、何も見えないままでゴールイン
した。 1 つのボートは直進できず、傾きながら沖合にコースを外れた。

それにもかかわらず、面白いレースであった。
舵手付ペアの選考について、さまざまな議論が交わされていた。オリンピック出場が決定し

ていた筈のトリーノのアルミダ・チームは、再度決定戦が開かれることになってしまったため、
耳炎で活動できなくなったアンセルミ選手を欠いて再戦せざるを得ず、非常に憤ったという。

補欠のピレッタ選手を加えたトリノのアルミダ艇は、選考レースの開催されるミラノへ行き、
結局勝利した。ピッチ458）のスピードでスタートしたオスティーノ選手とピレッタ選手は、パッ
ランザ艇とポシッリポ艇との距離をうまく保つことができた。残り1500メートル地点を超えた
アルミダ艇は力を入れてピッチを40とし、ライバルのボートに 1 艇身9）のリードを得た。1000
メートル地点では、さらにリードを増やし、スピードを落とすことなく勝利した。ゴール地点
でのアルミダ艇と他艇の差は 3 艇身もあった。

ゴールインの時のアルミダ艇は、 2 位のパッランザ艇に 7 秒の差をつけ、タイムも良かった
（ 7 分37秒 5 ）。アルミダ艇のオリンピック出場が改めて承認された。スタート時のポシッリポ
艇はアルミダ艇のスピードに上手く対応し、クックルッロ選手とトリカリコ選手はアルミダ艇
と同レベルで競争できそうにだったが、1000メートル地点を過ぎると調子が少し落ち、パッラ
ンザ艇にも負けてしまった。だが、二人のナポリ人（ポシッリポ艇）としては上出来だった。
もう少し頑張れば、自己ベストを更新できるに違いない。
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とにかく、トリーノのアルミダ艇はローマオリンピックの舵手付ペア競技でイタリアを代表
することになった。舵手無ペアの選考は未定。

レースの様子を、舵手無ペアのジンナスティーカ・トリエスティーナ艇の選手たちに語って
もらった。同艇は真っ暗闇の中でも 7 分39秒のタイムで勝つことができた。ラリオチームのオ
ピリナ兄弟は 9 秒ほど遅れた。しかし、レースは無効にされた。そもそも、なぜ視界不良の中
で競技を実施したのか分からない。 2 つのレースは中止され、明日の朝行われることになった。

そして明日の夜は、エイトの出番である。レースに参加する海軍チームのヴァスコ・カンタ
レッロ選手は、扁桃炎による熱のせいで自分のホテルの部屋で休んでいるそうである。そのた
め、カンタレッロ選手は、パッランザで開かれたジュニア・エイトのレースで活躍したバルダ
ス選手と入れ替えられたらしい。競技を主催するカノッティエリ・ドンゴの事務局にも連絡が
届いているそうである。しかし、本当のところは明日の夜、レース会場でしか確認できない。
また、イタリア漕艇協会のシリプラーディ代理人は、明日の夜の会議の後で、オリンピックに
参加するイタリア・チームのリストを発表する予定であると述べた。（レナート・フェラーリ記
者）

③　コリエーレ・デロ・スポルト紙 8 月10日記事
ミラノのイドロスカーロでエイトのプレーオフ
わくわくさせるレースは、海軍艇のモト・グッツィ艇に対する勝利で終わった
フィアッメ・ジャッレ艇を制し、コラツィエーリ艇が 3位になった
シングル・スカルではマルティノーリ選手が敗退　ダブルではカン・ラーリオが勝利

ミラノ 8 月 9 日―マッジョーレ湖で始まり、そして 2 回もカステル・ガンドルフォ（アルバー
ノ湖）で実施されたエイトのオリンピック代表選考レースは、今日の夕方にミラノのイドロス
カーロ湖で終了した。

やっとオリンピックのエイト競技でイタリアを代表するチームが選ばれた―イタリア漕艇協
会が蒸し返さなければ、の話ではあるが。

論争のきっかけになったこの競技は、やっと終わった。ゴールを超えた 4 つの18メートルの
ボートの中で、選手たちが疲れ果てて動けなくなった。舵手たちは前に座っている選手に水を
吹き掛けている。この「死戦」で優勝したのは、参加締切直前に参加することになったサバウ
ディア市海軍チームである。湖岸から見ていた僅かな観客たちは、この素晴らしいレース（もし
かしたら、これまでで一番素晴らしいレース）を戦った選手たちへ拍手を贈りっぱなしである。

すでに私たちは、最近書いた 2 つの記事で海軍チームの活躍を予測していた。今日の午後
に、この予測は実現した。一般の人々の間で、今回の競技は、スタイティ選手と入れ替わった
チュッチ選手が所属するフィナンツァ（税務機関）チームと、カステル・ガンドルフォで先週そ
の‘フィアッメ・ジャッレ’（フィナンツァ・チームの愛称）に勝ったモト・グッツィ（バイク
メーカー）チームの間の争いだと思われていたにもかかわらず、である。コラツィエーリ（大
統領護衛騎馬憲兵）チームも、もちろん期待されていた。

しかし、この忘れられない最終選考レースを語る前に、カステル・ガンドルフォの皆さんを
喜ばせるちょっとしたエピソードがある。アルバーノ湖の友人の皆さん、本日のイドロスカー
ロ湖では、モト・グッツィ艇のような岸から遠いレーンが当たった艇に不利な風が吹いていた。
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逆に、海軍のチームが湖岸に近いレーンに当たったことが少し有利であったともいえる。それ
にもかかわらず、トラッローリ氏10）の艇が勝利したことの価値は減るものではない。なぜなら、
優勝したボートの整調を務めたヴァスコ・カンタレッロ選手は昨夜、扁桃炎のため高熱にうな
されていたからである。パドヴァ市出身のカンタレッロ選手は一晩中軍医の世話になり、熱を
下げるためにサルファ剤や静脈内注射を受けた。それでも今日の試合の30分前に熱が37.5度あっ
たので、かなり不安そうな顔をしていたが、海兵ならではの勇気を出し、自分のチームを勝利
に導いた！しかし、ゴールインするなり、カンタレッロ選手は倒れてしまった。すぐに医者が
駆けつけ救援したが、そのような状態でも彼の目は幸せで輝いていた。海軍チームはこの勝利
により、メルボルン五輪やヘルシンキ五輪の時と同じく、ボート競技の世界で一番人気のエイ
ト競技において、再びイタリア代表となった。

すでに述べた通り、2000メートルのレースは素晴らしかった。ミラノから来たコロンボ氏の
号令により、四つの強力な艇は同時に凄い回転でスタート・ダッシュを開始した。海軍艇は逞
しい調子でピッチ39から40で進んだ。モト・グッツィ艇はピッチ37、フィナンツァ艇はピッチ
36、コラツェエーリ艇はピッチ38で漕いだ。50メートル通過後、モト・グッツィ艇がわずかに
海軍チームを押さえ、やや遅れてフィナンツァ艇とコラツィエーリ艇が激しく競り合った。し
かし、フィナンツァ艇の方が大統領護衛騎馬憲兵より速かった。1000メートル地点通過後、海
軍艇がモト・グッツィ艇を抜いた。1500メートル地点を超え、モト・グッツィ艇が海軍艇を差
し返しそうになったが、風の影響で妨げられた。同時に海軍艇がラスト・スパートをかけ、モ
ト・グッツィ艇に 1 秒の10分の 7 先着した。コラツィエーリ艇が永遠のライバルであるフィナ
ンツァ艇に勝利したことも書いておこう。

シングル・スカルとダブル・スカルの最終選考レースも行われた。シングル・スカルではレー
ベック選手が、1700メートル地点で激しい肝疝痛に襲われたマルティノーリ選手に勝った。ダ
グル・スカルでは、ラーリオ・ディ・コーモ艇があっさりと海軍艇に勝利した。

ここで、イタリアのボート競技の役職者たちにお願いがある。間もなく始まるオリンピック
についてだけに夢中になって！（アルベルト・マルケ－ジ記者）

④コリエーレ・デロ・スポルト紙 8 月11日記事
イタリアのボート競技の様々な光と影
オリンピックでイタリアを代表することになったチームを検討しよう
イドロスカーロのイタズラ　海軍の賛辞
しかし、エイトのことをもう少し前に考えればよかったかもしれない

オリンピックのボート競技でイタリアの代表になろうとした各チームの間で 2 ヶ月も続いた
争いは、先週の火曜日に行われたレースの数時間後にやっと終わった。フェデル・カノッタッ
ジョー（イタリア漕艇協会）は、アルバノー湖でトレーニング・キャンプを受ける事になった
チームのリストを発表した。選ばれたチームは下記のとおり。

シングル・スカル：ジンナスティカ・トリエスティーナのレーベック選手
舵手無ペア：ジンナスティーカ・トリエスティーナのペトリ選手とモセッティ選手
舵手付ペア：アルミダ・トリーノのオスティーノ選手、アンセルミ選手、ブルーノ選手（舵手）
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ダブル・スカル：ラーリオ・ディ・コーモのルチーニ選手とペストゥージャ選手
舵手無フォア： ファルク・ディ・ドンゴのボサッタ選手、バライア選手、ガランテ選手、ク

ロスタ選手
舵手付フォア： マンデッロラーリオ・モト・グッツィのスギッツ選手、ズッキ選手、バラッ

チ選手、トリンカヴェッリ選手、ステファノーニ選手（舵手）
エイト： イタリア海軍サバウディア市勤務のカンタレッロ選手、シモナート選手、プリーナ

選手、トッリ選手、カサリーニ選手、プラート選手、スパツィオ選手、アモリーニ
選手、ピラ選手（舵手）

補欠： モイオーリ選手（モト・グッツィ）、チウッチ選手（カノッティーエリ・リボルネー
ジ）、プリーナ選手とフィオラヴァンテ選手（ラリオ・ディ・コモ）、ピレッタ選手（ア
ルミーダ・トリーノ）。

舵手無ペアとエイトの代表を除き、一ヶ月前にカステル・ガンドルフォで実施された予選レー
スで選ばれたチームが再確認された。

舵手無ペアとエイトでイタリアの代表シャツを着られるようになったのは、 1 秒差で優勝し
たジンナスティーカ・トリエスティーナチームと海軍チームである。

エイトの海軍チームは、出漕全クルーと激しく闘った上で勝利を手に入れた。一方、舵手無
ペアのジンナスティカ・トリエスティーナのチームは、同種目最強と言われていたプリーナ兄
弟（ラリオ・ディ・コモチーム）の一人であるエジディオ選手が肝炎で参加できなくなったた
め、簡単に優勝できたといわれる。

実際、このペトリ選手とモセッティ選手の勝利は、大したものではなかったと思う。唯一の
相手と思われるトリヴィーニ選手とトサリーニ選手（フラックチーム）は、航路を誤り相手の
船と接触しそうになったからである。舵手無ペアのレースは、やり直した方が良かったのでは
ないだろうか。

イドロスカーロ湖で行われた情熱的なレースの模様は、すでにミラノから発信された。それを
読み、スポーツにも恨みの女神ネメシスが存在しないかと考えてしまったのは私だけだろうか。

ヨーロッパの中でも水面の穏やかさで知られているイドロスカーロ湖が、今回のレースの時
はかなり荒れてしまった。参加していた 4 艇は、割り当てられたレーンの位置によって、難易
度がかなり異なっていた。つまり、岸から遠いレーンの方が、岸近くのレーンより風や波の悪
影響が大きかった。モト・グッツィ艇は残念なことに、最悪の位置を与えられた。逆に海軍艇
は最適なレーンを与えられた。とはいえ、海軍艇の整調のカンタレッロ選手は薬を飲み、発熱
状態のままでボートに乗っていたのであるが。それにしても、最適な状態で代表選考レースを
行うために、オリンピック用のコース（アルバーノ湖）に代わりイドロスカーロ湖が選ばれた
のに、結局裏切られてしまうとは皮肉なものだ。

舵手付フォアでモト・グッツィに負けた海軍は、エイトで復讐をした。そう言えば、本紙 7
月28日付の記事を見たところ、「フィナンツァやコラッツィエリやモト・グッツィではなく、海
軍が勝利したらすごく面白いと思う。アッリゴ・トラッローリ氏にとって、もしかしたら、こ
れは一番の復讐になるのではないか」と書いていた。さらに先週の月曜日の記事には「 4 つの
チームの間では大きな差はないはずである。しかし、海軍のチームは、オリンピックまでの 2
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週間前には逆転勝利するのでは？」とあった。
海軍のチームに脱帽しよう！しかし、イタリア漕艇協会の幹部たちが、カステル・ガンドル

フォの予選の直後に、モト・グッツィとコラツィエーリの選手によるエイト編成を命じたら、
もっといいチームができたと思う。イドロスカーロ湖でのフィナンツァ艇には失望した。‘フィ
アッメ・ジャッレ’（フィナンツァ）艇はコラツィエーリ艇にも負けた。この負けはフィナンツァ
艇に、普通よりもかなり大きな注文生産のオールが使われたせいだと考えられている。

とにかく、予選はもう終わった。 2 週間後にはイタリア代表選手たちは、オリンピックで世
界中からきた優秀なチームとレースをするのである。一番期待したいチームは、舵手無フォア
のファルク・ディ・ドンゴ、舵手付フォアのモト・グッツィ、舵手付ペアのアルミダ・トリー
ノである。ほかのチームも優勝すればいいけど。（アルベルト・マルケ－ジ記者）

⑤コリエーレ・デロ・スポルト紙 9 月 3 日記事
昨日カステルガンドルフォで行われたレースにおいて、イタリア代表エイトはわずかな差で

日本代表エイトに勝利

⑥イル・メッサジェロ紙 Il Messaggero 9 月 4 日記事
5 万人の前で、アルバーノ湖で行われたボート競技は完了
ドイツに金メダル 3　ロシアに 2　チェコとアメリカに 1
ドイツは舵手付フォア、舵手付ペア、エイトで優勝。ロシアはシングル・スカルと舵手無ペア
で優勝。チェコはダブル・スカル、アメリカは舵手無フォアで優勝。舵手無フォアでは、ファ
ルク・ディ・ドンゴチームは銀メダル。舵手付フォアでは、モト・グッツィチームは銅メダル。
舵手付きペアでは、アルミダチームは 5 位　―　レーベックはシングル・スカルで 6 位、海軍
チームもエイトで 6位　－　イタリア代表たちは良く活躍した

9 月 3 日カステル・ガンドルフォ－良い天気と素敵な景色が、 6 つの金メダルのために競漕
した人々を囲んだ。 5 万人以上の観客たちも、元気よく選手達を応援した。一番多かったのは
ドイツ人であった。やはり、国際的に強いと認められているドイツのチームは、金メダルを 3
つも手に入れた（舵手付フォア、舵手付ペア、エイト）。ロシアは 2 つ（シングル・スカルと舵
手無ペア）。そして、チェコは 1 つ（ダブル・スカル）。イタリアの選手達が最後の希望を持ち、
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期待していた最後の競技（舵手無フォア）で、アメリカにも 1 つが与えられた。
イタリアの選手たちは、彼らへの期待に完全に応えられなかったとしても、自分たちの素晴

らしい体力と腕力を見せながら、堂々と戦った。
結局、舵手無フォアでは、ファルク・ディ・ドンゴ艇は銀メダル、舵手付フォアではモト・グッ

ツィ艇は銅メダル。舵手付ペアでアルミダ艇は 5 位　―　レーベック選手はシングル・スカルで
6 位、サバウディア市海軍艇もエイトで 6 位。優秀な結果ではなくとも、 7 つのレースの中の 5
つの決勝に進出出来たことだけでも大したことである。しかし、やはりモト・グッツィ艇（舵手
付フォア）と海軍艇（エイト）には、もっと良い結果を期待していた。ドイツとロシアは、この
様々な競技のリーダーであった。腕力の凄い選手達が所属しているチェコのチームの上昇もすご
かった。逆に、金メダルを 1 つしか手に入れられなかったアメリカのパーフォマンスには失望し
た。特に、40年前から無敵で優勝してきたエイト11）も、今回酷く負けたからである。

もう一つ、大きな栄誉を与えられるべきは、湖であった。一番良い状態でレースを行わせて
くれた。カステル・ガンドルフォが舞台として選ばれるように頑張った私たちにとって、大切
なことだ。やはりカステル・ガンドルフォは最適な舞台であった。

決勝レースの日であった本日は、世界中から来た優秀な選手達を応援するために、たくさん
の人数が集まった。

ちょうど15時に、舵手付フォアから競技がスタート！ロシア、ハンガリー、イタリア、ドイツ、
フランス、オーストラリアの各艇が動き出す。他の艇に追いかけられながら、ロシア艇は高速
で進み、リードした。500メートル地点では、ロシアはまだ先頭だが、ドイツがイタリアを抜き、
1000メートル地点を過ぎるとリードした。結局イタリアは 4 位になり、フランスは美しく揃っ
た動きでロシアを捕え、疲れを感じ始めたドイツにも挑んだ。イタリアは勢いを増しロシアを
抜いたが、それ以上順位を上げられないままで終わった。ドイツが第 1 位、フランスが第 2 位、
イタリアが第 3 位。メルボルン五輪の金メダリストだったモト・グッツィ艇には、もう少し上
の順位を期待していた。

舵手無ペアは今日の 2 番目の決勝種目。今回もロシアが、ドイツ、フィンランドとオースト
リアに先行し、ピッチ30でリードした。しかし500メートル地点を超えた頃、オーストリアが激
しくスパートをかけ先頭を奪った。次はフィンランドの番である。何と情熱的な漕ぎだ！しか
しフィンランドのボートはバランスを崩し、スピードを落とし、恐ろしい速さで進むロシアに
遅れてしまう。フィンランドはもう第 2 位を保つ余力を無くし、オーストリアにも先行を許し
た。ドイツとアメリカも遅れた。

さあイタリアの出番だ。シングル・スカルはロシア代表のイヴァノフ選手の優勝が決定的だっ
た。彼は、ピッチ32で迷わず前に進む。第 2 位は、レース開始直後はポーランドのものに見え
たが、最後の瞬間にドイツに奪われた。イタリア代表のレーベックは第 6 位になったが、こん
なに強い相手に対しては、それ以上は困難だったろう。

第 4 番目の決勝種目は舵手付ペア。今回もロシアのスタートは圧倒的に早い。後ろには、ピッ
チ48でドイツ、ピッチ46でイタリアとデンマーク、500メートルのチェックポイントではロシア
がまだ先頭、後にはドイツ。次いでイタリアとデンマークが横並び。さらに離れてルーマニア
とアメリカ。1300メートル地点まで状態は変わらないが、その後アメリカとデンマークは突然
ダッシュ。イタリアは反撃する力がなく、結局第 5 位に甘んじた。金メダルはドイツのものだ。
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銀メダルはロシア、銅メダルはアメリカ。
イタリアの最後の希望は、舵手無フォアに参加するファルク・ディ・ドンゴチームにある。

スタートの後、イギリス、ロシアとイタリアはアメリカ、チェコとスイスの前を走っている。
500メートル地点の後、イギリスはスピードを落とし、先頭は圧倒的にロシアとなる。イタリア
は上手く闘うが、アメリカの力には及ばない。最後の200メートルからロシアとアメリカとイタ
リアの間の戦いが熱くなる。観客の温かい応援に支えられ、イタリアのチームは全力を出しロ
シアを差すことができたが、最初にフィニシュラインを切ったのはアメリカのボートであった。

ダブル・スカルの勝利者はチェコである。ロシアが銀メダル、スイスが銅メダル。
エイトのレースが発艇するとき、観客たちは急に静かになる。待ちに待ったファイナルだか

らである。ドイツ艇がピッチ46で素晴らしいダッシュをし、同じくカナダとチェコも飛び出し
ていく。イタリアはピッチ40～42で頑張っているが、足が力弱く、腕と上手く連動していない。
最後の数メートルはまたしてもカナダとドイツの争いで、イタリアとアメリカは疲れが見える。
大きな拍手に包まれドイツ艇が金メダルをゲット！そして、カナダ、チェコ、フランス、アメ
リカ、イタリア。ドイツのタイムは 5 分57秒 2 で、カステル・ガンドルフォだけでなく、イタ
リア国内における新記録である。

【レース結果】
シングル・スカル  2000ｍ

1 ．USSR 7 ’13”96（V. Ivanov）
2 ．Germany 7 ’21”26（A. Hill）
3 ．Poland 7 ’21”09
6 ．Italy 7 ’21”09（S. Rebek）

ダブル・スカル 2000m
1 ．Czechoslovakia 6 ’47”50（V. Kozak, P. Schmidt）
2 ．USSR 6 ’50”49（a. Berkutov, Y. Tiukalov）
3 ．Switzerland 6 ’50”59

舵手無ペア 2000m
1 ．USSR 7 ’02”01（V. Boreiko, O. Golonavov）
2 ．Austria 7 ’03”69（J. Kloimstei, A. Sageder）
3 ．Finland 7 ’03”80（V. Lehtela, T. Pitkanen）

舵手付ペア 2000m
1 ．Germany 7 ’29”14（B. Knubel, H. Renneberg, K. zerta）
2 ．URSS 7 ’30”17（A. Bodganovichus, Z. Yukna, I. Rudakov）
3 ．USA 7 ’34”58（R. Draeger, C. Findlay, H. Mitchell）
5 ．Italy 7 ’40”92（G. Piretta, R. Ostino, V. Bruno）
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舵手無フォア 2000m
1 ．USA 6 ’26”26（A. Ayrault, T. Nash, J. Sayre, R. Wailes）
2 ．Italy 6 ’28”78（T. Baraglia, R. Bosatta, G. Crosta, G. Galante）
3 ．USSR 6 ’29”62（I. Akhremchik, Y. Bachurov, V. Morkovin, A. Tarabin）

舵手付フォア 2000m
1 ．Germany 6 ’29”12（G. Cinti, H. Effertz, J. Litz, K. Riekemann, M. Obst）
2 ．France 6 ’41”62（R. Dumontois, C. Martin, J. Morel, G. Nosbaum, J. Klein）
3 ．Italy 6 ’43”72（F. Balatti, R. Sgheiz, F. Tricavelli, G. Zucchi, I,Stefanoni）

エイト 2000m
1 ．Germany 5 ’57”18（ K. Bittner, K. Hopp, H. Lenk, M. Rulffs,F. Schepke, K. 

Schepke,W. Schronder,K. Von Groddeck, W. PAdge）
2 ．Canada 6 ’01”51（ D. Arnold, W. D’Hondt, N. Kuhn, J. Lecky, L. Loomer, W. 

Maccherlich, G. Mervyn,S. Biln）
3 ．Czechoslovakia 6 ’04”84（ B. Janousek, J. Jindra, J. Lundak, S. Lusk, V. Pavkovic, L. 

Pojezny, J. Sveda, J. Ventus, M. Konicek
6 ．Italy 6 ’12”73（ P. Amorini, V. Cantarello, G. Casalini,L. Prato, V. Prina, N. 

Simonato, L. Spozio, A. Torri, G. Pira）

以上①から⑥の記事によって、ローマ五輪イタリア代表クルーが、どのような形で選考され
たかを知ることが出来る。東北大学エイト・クルーが対戦したイタリア代表エイト・クルーは、
紆余曲折を経て選ばれたイタリア海軍サバウディア市勤務のメンバーであった。協会の方針変
更に振り回されてローマ郊外カステル・ガンドルフォ（アルバーノ湖）とミラノ（イドロスカー
ロ湖）で死闘を積み重ね、最終選考レースでは中心選手が高熱にもかかわらずローアウトして、
勝利をもぎ取った。彼らもまた、東北大学クルーと同様に、代表クルーの座を得るまでに多く
のレースでベストを尽くし、五輪の舞台で競ったのであった。

結びにかえて
訪問団のうちのボート関係者は、 8 日間のガイド付団体旅行をアルバーノ湖畔の風光明媚な

リゾートホテルで過ごし、積極的に各方面と交流した。しかし筆者は時間の都合等により、中
東経由便で 3 泊 5 日の独自スケジュールを敢行した。試合当日の朝、単独でローマ市内からア
ルバーノ湖畔に向かったが、交通の混乱もあり到着は大幅に遅れ、一時はレース不参加を覚悟
した。その他、主観的には予想以上に大変な旅行だったが、それでも貴重な機会であったこと
は間違いない。五輪出場を成し遂げた大先輩たちの偉業を、改めて感じる機会となった。ロー
マ五輪エイトは、東北大学100周年に際しスポーツ分野の功労者として表彰されたが、将来の
150周年や200周年にあたり、東北大学の歴史はそうした人材を得ているだろうか。そんなこと
を感じさせられる経験であった。

最後に、本稿を作成することに関わって、御支援を賜った方々に感謝したい。
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里見総長の親書掲載については、担当部局や関
連部局の各位にご高配を賜った。

前述のとおり、ローマ市内のアーカイブズにお
ける調査においては、イタリア語が全く出来ない
筆者を助けて Piera Girolamo 氏が通訳を担当した。
また調査結果を和訳出来たのは、Davide Bitti 氏が
快く協力を引き受けてくれたからである。お二人
の助けが無ければ、本稿は作成できなかった。心
から、ありがとうと言いたい。

この 2 人はローマ大学ラ・サピエンツァ校の
Matilde Mastrangelo、稲垣清子、小澤直子の 3 先生の受講生で、特に小澤先生には何度も電子
メールを頂き、お陰様で Girolamo 氏との連絡をとることが出来た。また Mastrangelo 先生には、
東北大学里見総長の親書をローマ大学学長にお届けする件で、ご高配を賜った。改めて御礼申
し上げたい。

――
注

1 ） 以下、ローマ五輪クルーについては『東北大学漕艇部百年史』（2003年）にもとづく。
2 ） 1982年（昭和57）の全日本大学選手権で早稲田大学が 5 分56秒92を記録し、その後は2012年の全日本大学

選手権における日本大学の 5 分41秒18など、大きな進歩が見られる。
3 ） 『会報－ローマ・オリンピックを目指して－』〈東北大学漕艇部後援会〉 9 （1959年）、『会報－ローマ・オ

リンピック派遣記念号』〈東北大学オリンピック・クルー後援会／東北大学漕艇部後援会〉12（1961年）、
東北大学クルーの五輪前後の動画（千葉建郎氏寄贈）など。

4 ） 同クルー主将の千葉建郎氏からの寄託。
5 ） 詳細は『図南会会報』65号（2015年）に詳しい。
6 ） 2007年の東北大学100周年記念式典にローマ大学ラ・サピエンツァ校からレナートグァリーニ学長（当時）

が出席され祝辞を頂いたことへの感謝、2011年の大震災後の復興状況、2012年に総長に就任し海外の有力
大学との交流促進を図って人文系の交流事業などを推進していることなどを述べ、ローマ大学とのさらな
る交流を願う内容。

7 ） 「カピトリーノ文書館はローマ市立文書館であり、街の中心にあるオラトリオ会の教会 Chiesa Nuova に隣
接し、17世紀のバロック建築の全盛期にボッロミーニによって設計された建物の中に入っている。（中略）
文書館は平日の 9 時から16時まで開館され、史料は 1 日に 3 回決められた時間に請求することができる。
この文書館には主に16世紀以降の都市ローマに関わる史料が保存されており、特に近代のローマ都市計画
に関する史料が豊富にあることで有名である。」（原田亜希子「月度報告書（2015年 1 月度）」  
http://ucrc.lit.osaka-cu.ac.jp/zuno/cgi-bin/dispatch/list.cgi?eid=1428465299；2015年12月 2 日閲覧）

8 ） pitch ： 1 分間に漕ぐ回数で、艇速が上がるほど多くなる傾向がある。エイトはスタート付近で40～45、
レース中盤は35～40程度のことが多い。rpm（rate per minute）とも表記する。

9 ） ちょうどボート 1 艇分（ペアの場合は10m 弱）の差をいう。
10） 海軍の船長と表記される。あるいは監督か。
11） 米国はエイト競技において、1920年のアントワープ大会から1956年のメルボルン大会まで五輪 8 連覇を果

たしていた。

Davide Bitti（左）＆ Piera Girolamo（右）
（2016年 3 月 1 日撮影）
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【翻訳の元と
なった記事】

②



ローマ五輪の東北大学エイトをめぐって 29

③



東北大学史料館紀要　第11号（2016. 3 ）30

④



ローマ五輪の東北大学エイトをめぐって 31

⑤


